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防災対策課“情報便” 

１ 津波等一時避難場所の追加指定について 

   平成２５年１１月１日付けで、新たに民間施設１施設を津波等一時避難場所に追加指定します。 

※10 月 1日までに 268 施設（183,670 人）を指定しており、今回の追加指定をもって合計 269 施設 

（183,750 人）となります。 

２ 台風情報について 

この時期の台風は、日本近海まで北上した後、偏西風に乗って太平洋高気圧の縁に沿って進みます。 

今年の台風は、今夏の酷暑をもたらした太平洋高気圧が平年より強い勢力を維持し続け、１０月に入っ

ても日本近海に張り出していたことから、日本に接近した台風は１０月だけで６個と例年に比べて増えて

います。今後も引き続き、台風の接近が予想される場合は、次のことに注意して早目の対応をしていただきます

ようお願いします。 

⑴ 家屋等について 

道路面より低い家屋の場合、道路からの越水等により、浸水するおそれがあります。特に、地下に居室、駐車

場、機械室などがある場合は、短時間に雨水が流れ込むおそれがあることから、そのような場所については、事

前にご確認いただきますようお願いします。 

⑵ アンダーパス等の道路冠水について 

道路が冠水している場合の通行には十分にご注意ください。 

また、アンダーパス（交差する鉄道や道路などの下を通過するため、周辺の地面よりも低くなっている道路）が

冠水している場合の通行は、水没するおそれもあることから、十分にご注意いただくとともに、危険回避のため、

不用意に通行せず、迂回するようにしてください。 

⑶ 側溝等の清掃について 

    自宅周辺の側溝等がゴミなどで詰まっていると、雨水の排水能力が悪くなり、側溝から水が溢れだすおそれが

あります。 

日頃から、側溝等の清掃にご協力いただいておりますが、再度、側溝のつまりやごみの有無についてご注意して

いただきようお願いします。 
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 施設名 所在地  収容人数 

ラフォルテ南塚口 南塚口町 3丁目 8-10 80 



３ 「尼崎市防災フォーラム 2013」を開催します。 

「尼崎市防災フォーラム 2013～南海トラフ巨大地震等の大災害にどう備えるか～」 

南海トラフ巨大地震の解説、講演や市内の団体、他都市の取組み報告等を実施します。 

皆様のご参加をお待ちしています。 

(1) とき   平成 25 年 11 月 14 日（木曜日） 午後 2時から 4時 30 分 

(2) ところ  尼崎市中小企業センター 1階ホール 

(3) 参加費  無料 

(4) 定員   400 人 

申し込みは、電話で尼崎市コールセンターへ  06-6375-5639 

〔プログラム〕 

1 基調講演                    

数千年確率の災害とどう向き合うか 

～南海トラフ巨大地震とその対策～ 

奥村 与志弘 京都大学大学院 助教 

2  取組み報告 

◎大切な命を守るために 

～簡単・安価・安全から生まれたスロープ～ 

特別養護老人ホーム 須磨シニアコミュニティ 

◎南海トラフ巨大地震に備えた避難訓練の実施 

地域活動支援センター パソコン工房チャレンジ 

◎地震への備え－成良中学校の取組み－ 

尼崎市立成良中学校 

3  展示等 

◎写真展  

みちのく photo caravan 東北のキセキ 

(大阪市立大学等、全国の学生を中心に被災地の情報を発信する活動を続けています。) 

◎パネル展示  

東日本大震災被災地支援をテーマとしたパネル展示 



４ 気仙沼市への支援について 

 ⑴ 職員の派遣状況 

○派遣期間･･･平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日（１年）  

○派遣人数･･･土木職２人（建設部都市計画課土地区画整理室 所属） 

土木職 1人（建設部下水道課 所属） 

⑵ 支援に係る現状について 

現在、土地区画整理室所属の職員については、土地区画整理事業を担当し、鹿折地区、南気仙沼地区の

事業計画や換地業務など、組織の中心となって作業を行っています。 

また、下水道課所属の職員については、下水道管渠や終末処理場・ポンプ場等下水道施設を担当し、災

害復旧業務を行っています。 

                                                                                 以 上 


